
令和５年度 社会福祉法人龍ケ崎市社会福祉協議会 

事 業 実 施 状 況 報 告 書 

令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月 31日まで 

 

Ⅰ.会議等 

会議の名称 開催日 会議内容 

理事会 令和 5年 6月 6日（火） ・龍ケ崎市社会福祉協議会就業規程の一部改正について 

・龍ケ崎市社会福祉協議会職員給与規程の一部改正につ

いて 

・龍ケ崎市社会福祉協議会職員再雇用規程の一部改正に

ついて 

・令和 4年度事業報告並びに収支決算について 

・令和 5年度第 1回評議員会の招集について 

・令和 4年度基金等積立状況の報告 

令和 5年 6月 20日（火） ・龍ケ崎市社会福祉協議会会長の選定について 

・龍ケ崎市社会福祉協議会副会長の選定について 

令和 5年 11月 6日（月） ・令和 5年度資金収支補正予算（第 1号）について 

・令和 5年度第 2回評議員会の招集について 

・令和 5 年度上半期事業実施状況並びに上半期資金収支

状況の報告 

令和 6年 1月 25日（木） ・令和 5年度資金収支補正予算（第 2号）について 

・令和 5年度第 3回評議員会の招集について 

・令和 5年度龍ケ崎市社会福祉大会顕彰者等について 

令和 6年 3月 22日（金） ・龍ケ崎市社会福祉協議会定款の一部を改正する定款に

ついて 

・龍ケ崎市社会福祉協議会事務局組織規程の一部を改正

する規程について 

・龍ケ崎市社会福祉協議会職員給与規程の一部を改正す

る規程について 

・福祉の店運営要綱の一部を改正する要綱について 

・令和 5年度資金収支補正予算（第 3号）について 

・令和 6年度事業計画並びに収支予算について 

・令和 5年度第 4回評議員会の招集について 

・龍ケ崎市社会福祉協議会嘱託員の雇用に関する規程の

一部を改正する規程について 

・移送サービス事業についての報告 

 

 



会議の名称 開催日 会議内容 

評議員会 令和 5年 6月 20日（火） ・龍ケ崎市社会福祉協議会就業規程の一部改正について 

・龍ケ崎市社会福祉協議会職員給与規程の一部改正につ

いて 

・龍ケ崎市社会福祉協議会職員再雇用規程の一部改正に

ついて 

・令和 4年度事業報告並びに収支決算について 

・龍ケ崎市社会福祉協議会理事及び監事の選任について 

・令和 4年度基金等積立状況の報告 

令和 5年 11月 29日（水） ・令和 5年度資金収支補正予算（第 1号）について 

・令和 5 年度上半期事業実施状況並びに上半期資金収支

状況の報告 

令和 6年 2月 8日（木） ・令和 5年度資金収支補正予算（第 2号）について 

令和 6年 3月 22日（金） ・龍ケ崎市社会福祉協議会定款の一部を改正する定款に

ついて 

・龍ケ崎市社会福祉協議会事務局組織規程の一部を改正

する規程について 

・龍ケ崎市社会福祉協議会職員給与規程の一部を改正す

る規程について 

・福祉の店運営要綱の一部を改正する要綱について 

・令和 5年度資金収支補正予算（第 3号）について 

・令和 6年度事業計画並びに収支予算について 

・龍ケ崎市社会福祉協議会嘱託員の雇用に関する規程の

一部を改正する規程について 

・移送サービス事業についての報告 

会計監査 令和 5年 5月 19日（金） ・令和 4年度収支決算並びに法人運営状況について 

 

龍ケ崎市公益法

人個人情報保護

審査会 

令和 5年 7月 13日（木） 

 

・個人情報の届出、変更、廃止、外部提供の状況報告に 

ついて 

令和 6年 1月 18日（木） 

 

・個人情報の届出、変更、廃止、外部提供の状況報告に 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ．実施事業 

 

企画広報事業【自主事業】 

 

1.広報啓発事業 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(1)会員の増強 

広報紙やチラシ等の媒体を活用し、本会の活動に対する理

解と会費に対する協力を呼びかけるとともに住民自治組織や

企業、事業所に対し協力依頼を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)カレンダー作成 

本会をＰＲするための媒体として、令和６年度用カレンダ

ーを作成し、関係機関へ配布する。 

 

 

(3)ホームページ等運営 

地域福祉活動に対する市民の理解及びボランティア活動へ

の参加促進のため、「しゃきょうだより」と連動してホームペ

ージ、ＳＮＳ等の広報媒体を通して情報の発信、本会のＰＲを

行う。 

 

 当会の活動に対する理解と会費に対

する協力を得るため資料を作成し、住民

自治組織に配布及び協力依頼を行い（6

月）7 月から会費を受け付けた。また、

企業や事業所を訪問し賛助会員の協力

を得た。 

 一般会費 5,190,483円 

住民自治組織：170地区 

個人：2人 

 賛助会員   621,000円 

       法人・団体:86件 

（令和 6年 3月 31日現在） 

 

 

令和 6年 3月に 2,000部を作成し、各

コミュニティセンター、長寿会、当会施

設窓口にて配布した。 

 

 

 地域活動情報、事業紹介、事業報告、 

助成金のお知らせ等を掲載した。 

 事業活動状況について動画を用いて

分かりやすく掲載し好評を得た。また、

参加申込受付の際には、二次元コードを

活用し参加者の負担軽減を図った。 

 

 アクセスカウント数： 240,329件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2.社会福祉大会事業    

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

（ボランティア連絡協議会との協働事業） 

社会福祉の発展に功績があった個人・団体等を顕彰するた

め、式典を開催し、福祉活動に対する市民の意識の高揚と振興

を図る。 

本年度においては 50回目の開催を記念して、より多くの市

民の来場を期待し、著名人による基調講演を行う。 

＜内容＞ 

基調講演、社会福祉功労者表彰、善行青少年表彰、社会福祉

事業協力感謝、事例発表、児童・生徒による標語入選作発表

等 

令和 6年 3月 9日（土）に大昭ホール

龍ケ崎（龍ケ崎市文化会館）において、

社会福祉の発展に功績のあった方々を

顕彰する式典を開催した。本年度は第 50

回の節目であるとともに、龍ケ崎市市制

施行 70 周年記念の一環として、高橋由

伸氏（読売ジャイアンツ元監督・野球解

説者）を迎え、トークショーを実施した。 

 

一部：式典 

特別表彰        1件 

社会福祉功労者表彰   32件 

善行青少年表彰     4件 

社会福祉事業協力感謝  6件 

標語入選作品表彰    16件 

※標語入選作品は、市役所ロビー

（3/11～4/1）及びコミュニティ 

センター（4/2～）に掲示した。 

 

二部：高橋由伸氏トークショー 

「我が野球人生～支え合い、助け合い

の大切さ～」 

 

来場者  約４５０人 

 

 

 

ボランティアセンター事業 

 

1.ボランティアセンター運営事業【市補助事業】 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(1)ボランティアセンター運営 

① 地域活動の振興を目的とし、ボランティア活動を行う団

体に対して、会議、研修、作業を行うためのスペースを提供

する。 

 

② ボランティアに関する情報を収集し、地域において活動

している方や、これから活動を始めようとする方の相談に

応じる。また、地区や福祉施設等の要望に応じ、催事におけ

る協力者としてボランティアを紹介する。 

 

延べ利用人数      4,133人 

(行政関係の会議等を除く) 

 

 

相談件数         30件 

紹介件数         29件 

施設等の催事協力     11件 

   ボランティア先紹介    18件 



事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

③ 将来発生し得る災害に備えるため、災害ボランティアセ

ンターの開設を想定し、運営訓練や関係機関との協力体制

の構築等を進める。  

 

 

 

 

 

 

 

④ 使用済み切手・プリペイドカード等の回収箱を各支所・

コミュニティセンター等に設置し、収集する。 

  寄せられた切手等は、換金され、社会貢献事業に役立て

られるものであるため、関係機関へ寄付する。 

  

  

 

(2)福祉出前講座 

福祉活動の普及を目的として、学校や公的機関が実施する

福祉学習や各種講座への支援を行う。 

ボランティアとの連携により、講師の紹介や学習プランに

関する相談に応じる等の支援を行う。 

＜活動メニュー＞ 

車いす・アイマスクガイド体験、点字、手話、障がい者疑似

体験等 

 

 

(3)ボランティア講座 

地域におけるボランティア活動の第一歩として、基本的な

知識と技術を習得することを目的とし、住民が気軽に参加で

きる入門的な講座を開催する。 

 

令和 5 年 8 月 22 日（火）に龍ケ崎市

と災害ボランティアセンターの設置及

び運営に関する協定を締結した。 

令和 5年 11月 25日（土）龍ケ崎市と 

川原代ふれあい協議会合同の「総合防災

訓練２０２３」に参加し、馴馬台小学校

の体育館にて、避難所設営訓練・災害ボ

ランティアセンター受付訓練を実施し

た。 

 

市内各地から寄せられた使用済み切

手等を、茨城県社会福祉協議会へ寄付し

た。その後、換金され社会貢献活動事業

に役立てられた。 

使用済み切手       17,062枚 

プリペイドカード       661枚 

 

 

学校等で行う福祉学習において、学習

プラン等の相談に応じながら、講師の紹

介を行った。 

支援活動件数             37件 

延べ派遣人数             241人 

活動内容 : 車いす、手話、点字、 

アイマスク体験、ボッチャ、 

ボランティア講話 

 

 

【音訳入門講座】 

 開催日   令和 5年 9月 26日～ 

令和 6年 2月 13日の火曜日

（全 9回） 

 講  師   龍ケ崎朗読の会 

 受講生   15人（修了者 14人） 

【ボランティア入門講座】 

テーマ「障がい者ボランティア講座」 

開催日  令和 6年 3月 12日（火） 

 講 師  ＮＰＯ法人 活きる 

 受講生  15人 

 

 

 



2.ボランティア振興事業 【市補助事業】 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(1)ボランティア連絡協議会活動支援 

市内の様々な団体で構成される龍ケ崎市ボランティア連絡

協議会を助成し、協働事業を開催することで、当市のまちづく

りにおけるボランティア活動の振興及び市民への啓発を図

る。 

＜登録団体＞ 

37団体（令和 5年 3月 10 日現在） 

＜主な事業＞ 

ふれ愛キャンプ、ふれ愛広場、ふれ愛クリスマス、ボランテ

ィア研修会、福祉イベント協力、広報紙発行（年 4回）、 

小中学校等が行う福祉学習への講師紹介等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)ボランティア保険 

ボランティア登録者が安心して活動するため、ボランティ

ア保険に加入する。また、各地域で自主的に実施される行事に

係る保険（全国社会福祉協議会の取扱）の進達を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

登録団体数 35 団体 

（令和 6年 3月 31日現在） 

実施事業 

・ふれ愛交流事業（ふれ愛縁日、ふれ愛

広場、ふれ愛クリスマス） 

・広報紙発行（年 4回） 

・小中学校等が行う福祉学習への講師 

派遣 241人 

・ボランティア研修会  

令和 6年 3月 14日（木） 

  北茨城市社会福祉協議会災害ボラ

ンティアセンター視察 

    参加人数 32人 

 

 

ボランティア活動保険  

加入合計人数 988人 

（団体 34件・個人 9件） 

行事用保険         34件 

送迎サービス補償        1件 

福祉サービス総合補償      6件 

 

3.青少年ボランティア育成事業 【自主事業】  

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(1)ジュニアボランティア育成 

市内在住・在学の小学校 3 年生から中学生を対象に、ボラ

ンティア活動の楽しさや福祉に対する理解を深めることを目

的として、参加・体験型の事業を実施する。 

＜内容＞ 

福祉体験、環境美化、ふれ愛キャンプ・ふれ愛広場・ふれ愛

クリスマスへの参加等 

 

 

 

【ジュニアボランティアスクール】 

ボランティア体験を通して、活動の楽

しさや、地域のことを知り、他者を思い

やる心を育むことができた。 

実施期間   3日間（7月～8月） 

参加者数   32 人 

活動内容  ふれ愛縁日、手話教室、 

スポーツごみ拾い（ボッチャ体験） 

※スクール終了後、ふれあい広場、 

ふれあいクリスマスにも参加した。 



事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(2)高校生ボランティア育成 

市内在住・在学の高校生が、ボランティア活動への関心を持

ち、福祉に対する理解を深められるよう関係機関との協働に

よりボランティアスクールを開催する等、ボランティアリー

ダーの育成に努める。 

＜内容＞ 

保育・障がい者施設での体験、ふれ愛キャンプ・ふれ愛ク

リスマスへの参加等 

 

 

【高校生ボランティアスクール】 

施設での体験や児童との交流を通し、

ボランティアや福祉に対する理解を深

めた。 

実施期間   7日間（7月～8月） 

参加者数   48 人 

活動内容  保育体験、ふれ愛縁日、

スポーツごみ拾い（ボッチャ体験） 

※スクール終了後、ふれあい広場、 

ふれあいクリスマスにも参加した。 

 

 

ふれあいのまちづくり事業 

 

1.ふれあいネットワーク事業【自主事業】 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(1)小地域活動の振興 

龍ケ崎市との協働により策定した「龍ケ崎市第 3期地域福

祉計画・龍ケ崎市第 3 期地域福祉活動計画」を推進するた

め、各地域の担当職員が住民の自主的な地域福祉活動の支援

を行う。併せて、本会及び本会の活動に関するＰＲ活動によ

り認知度向上を図る。 

 

 

 

 

(2)イベント用品の貸出 

 地域における福祉活動や住民の自主的な交流活動を支援

するため、各種用品の貸出を行う。 

＜貸出用品＞ 

テント、大型鍋類、せいろ、フライヤー、ＡＥＤ、調理・

イベント用品等 

 

訪問回数          168回 

訪問先  地域コミュニティ協議会､ 

自治会長､町内会等の役員等 

内 容  地域活動等の取材・支援を 

行い､随時社協ホームページ

や Facebook、広報紙で情報を

発信した。 

ホームページへの掲載    18件 

 

 

地域における福祉活動や交流活動へ

の各種イベント用品の貸出等により、コ

ミュニティづくりを支援するとともに、

会費収納率向上の一助となるようＰＲ

活動の充実を図った。 

貸出件数 109件（うちＡＥＤ 13件） 

貸出先  ボランティア団体、福祉施設 

     コミュニティセンター 

     自治会、町内会等 

 

 

 

 

 



2.ふれあい相談サロン事業 【市補助事業】 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

市民の様々な相談の窓口として、気軽に利用できる相談所

を運営する。また、関係機関との連携により、相談への総合

的な対応に努める。 

(1)心配ごと相談 

＜予約＞  不要（最終受付は午後 4時まで） 

＜相談員＞ 心配ごと相談員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)法律相談 

＜予約＞  要（1回につき 3名／各 45分間） 

＜相談員＞ 弁護士 

 

 

 

毎月第 1・3火曜日 

午後 1時 30分から午後 4時 30分まで 

※国民の祝日に関する法律に規定する

休日に当たる場合は、翌週の火曜日とす

る。 

開催日数                    24日 

相談員             8人 

（1日あたり 2人配置）延 48人 

相談件数                     35件 

相談内容 家族・親族に関すること、近

隣とのトラブル、生計・年金、 

職業、相続、その他 

 

毎月第 2・4金曜日 

午後 1時 30分から午後 3時 55分 

開催日数                     24日 

相談員（1日あたり 1人配置）延 24人 

相談件数                     67件 

相談内容 相続・財産、金銭トラブル、 

     近隣とのトラブル、住宅・土

地、ハラスメントなど 

 

 

3.ふれ愛給食サービス事業【市補助事業】 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

ボランティア（調理、宅配）の協力により、市民交流の促

進と安否確認を目的として、市内在住の 75 歳以上のひとり

暮らしの高齢者に対し昼食を宅配する。 

＜場所＞  龍ケ崎市地域福祉会館 調理室  

＜利用者＞ 181人（実登録者数） 

（令和 5年 3月 31日現在） 

市内を東西南北４地区に分け、地区

ごとに手作りのお弁当を宅配した。 

実施日   毎週木曜日 

利用者   187 人（実登録者数） 

（令和 6年 3月 31日現在） 

延訪問件数             1,904件 

 

※10月の宅配時には、中根台中学校区

（中根台中、久保台小、馴馬台小）の

児童、生徒がお弁当の掛け紙作りを行

い、宅配ボランティアが利用者へ届け

た。 



4.交流サロンりゅう【市補助事業】 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

中央支所との併設により、住民による地域活動の振興や、

交流を基調とした互助の醸成を目的として、地域住民が集

い、健康づくり、仲間づくり、生きがいづくりに活用できる

サロンを運営する。 

月曜日～土曜日 

（日曜日,祝日,年末年始を除く） 

午前 9時から午後 5時まで 

（事前の申請による延長あり） 

【交流サロンりゅう】 

開設日数               295日 

延利用人数      6,065人 

（内訳） 

サロン活動     4,450人 

（いきいきヘルス体操、太極拳、 

吹き矢講習会、輪投げ、卓球、 

健康マージャン、カレーの日、

思い出を語ろう会） 

お茶のみ      1,407人 

団体活動    5団体   39人 

その他        169人 

【中央支所】 

開設日数        292日 

延利用人数       346人 

（内訳） 

会費受付        19人 

車椅子貸出       36人 

その他（敬老会記念品引換券等）

291人 

 

5．善意銀行運営事業【自主事業】 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

善意に基づき寄せられた金品の預託・配分を通して、当市

における社会福祉活動の振興を図る。 

預託・配分にあたっては、寄付者の意向に沿って生活困窮

者や障がい者、高齢者等の対象者に応じた様々な生活課題に

対し、効果的な支援を行う。 

なお、預託金品の募集については、当市の現状を踏まえ、

必要となる支援策を検討しながら市民・団体・企業へ周知し

ていく。 

生活困窮者への支援 

・中学校卒業祝金の支給 

  龍ケ崎市が実施する学習支援及び

居場所づくり支援事業を利用する

中学 3年生を対象とし、1世帯に 

つき 1万円を支給した。 

   支給件数    12世帯 

・運動靴の贈呈 

  龍ケ崎市が実施する居場所づくり

支援事業を利用する小・中学生を

対象とし、通学に必要となる運動

靴を贈呈した。 

   贈呈件数    25人 



事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

 生活困窮者支援団体への支援 

 生活困窮者に対し食の支援を行って

いる「ＮＰＯ法人フードバンク茨城」

への支援として、賛助団体加入費相当

額を寄付した。 

寄付金額  10,000円 

  

預託金の受入 

預託件数    5件（団体・個人） 

預託金額 206,895円 

 

 

 

地域福祉推進事業 

 

1.生活支援事業【自主事業】 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(1)災害見舞金事業 

龍ケ崎市、日本赤十字社龍ケ崎市地区と連携し、火災等の

災害にあった世帯に対し見舞金を支給する。 

＜見舞金額＞ 住宅が全壊又は全焼      3万円  

住宅が半壊又は半焼      2万円 

       住宅の床上浸水        1万円 

 

(2)交通遺児支援事業 

茨城県社会福祉協議会と連携し、交通事故により親を亡く

した遺児の小学校、中学校卒業に際し、就学奨励金を支給す

る。 

＜支給金額＞ 8万円（予定額） 

 

(3)福祉機器、福祉車両貸出事業 

① 一時的に車椅子や福祉機器（シャワーチェア、四点支持

杖等）が必要となった市民に対し、短期間の貸出を行う。 

 

② 車椅子を使用する者が通院等の移動に際し、福祉車両の

貸出を行う。 

 

(4)食品の提供（フードバンク） 

 生活困窮世帯に対する緊急的な支援として、ＮＰＯ法人フ

ードバンク茨城と連携し食品を提供する。 

 

支給件数          9件 

火災・全焼   7件 

水害・半壊   1件 

水害・床上浸水 1件 

支給金額        240,000円 

 

 

該当者なし 

 

 

 

 

 

貸出件数 車いす     259件 

     福祉機器     26件 

 

貸出件数               72件 

 

 

 

利用者            79人 

延提供件数        116件 

 



2.生活福祉資金等貸付事業【県社協委託事業】 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(1)生活福祉資金貸付事業 

低所得世帯、障がい者及び高齢者世帯に対し、資金の貸付

と必要な相談支援を行うことで、経済的な自立、生活意欲の

向上、在宅福祉及び社会参加の促進を図る。 

なお、当該貸付事業は、実施主体である茨城県社会福祉協

議会からの委託により、当市における貸付の申込にかかる進

達や世帯への相談支援を行う。 

また、新型コロナウイルス感染症を起因とした生活困窮世

帯を対象に行った特例貸付の借受人に対し、償還猶予などの

フォローアップ支援を行なう。 

 

①総合支援資金 

失業等により一時的に生計の維持が困難となった世帯に

対し、就職活動等生活を再建する際に必要となる生活費等の

貸付を行う（生活支援費、住宅入居費、一時生活再建費）。 

 

②福祉資金 

日常生活を送る上で、自立生活を資するために、一時的に

必要であると見込まれる費用の貸付を行う（福祉費）。 

また、緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に費

用の貸付を行う（緊急小口資金）。 

 

③教育支援資金 

低所得世帯に対し、就学のための資金（教育支援費）や進

学時の経費（就学支度費）の貸付を行う。 

 

④不動産担保型生活資金 

一定の居住用不動産を有し、将来にわたりその住居に住み

続けることを希望する低所得高齢者世帯に対し、当該不動産

を担保とし生活費の貸付を行う。 

 

⑤臨時特例つなぎ資金貸付事業 

離職した方を支援するための公的給付制度又は公的貸付制

度の申請が受理されている住居のない離職した方に対して、

当該給付金又は貸付金の交付を受けるまでの当面の生活費

を迅速に貸付け、その自立を支援する。 

 

相談・支援件数（合計）  339件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本則貸付】 

相談・支援件数      206件 

※茨城県社会福祉協議会と連携し、本制

度に関する問合せ及び生活にかかる相

談への対応を行ったが、貸付申請には至

らなかった。 

 

【特例貸付フォローアップ支援】 

茨城県社会福祉協議会の委託により、

新型コロナウイルス感染症の影響を踏

まえた特例貸付（令和 4 年 9 月 30 日終

了）の借受人へのフォローアップ支援及

び当該支援に必要な業務を行った。 

 

相談・支援件数        133件  

（生活にかかる相談、償還免除・償還猶

予、償還方法にかかる相談、県社協へ

の申請・届出にかかる支援） 

 

償還猶予申請  22人・43債権 

 

 

 

 

 



3.緊急小口貸付金事業【自主事業】 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

昨今の厳しい社会情勢を背景とした雇用環境の悪化や、高

齢化社会の進展により被保護者が急増しているため、生活保

護費の支給事務が完了されるまでの間において、緊急一時的

な小口資金の貸付を行う。 

＜貸付限度額＞ 1世帯につき 2万円まで 

龍ケ崎市福祉事務所（保護課）と連携

し、当該貸付及び償還にかかる事務を行

った。 

 

貸付件数          15件 

貸付総額       290,000円 

 

4.日常生活自立支援事業【県社協委託事業】 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

認知症高齢者、知的障がいのある方、精神障がいのある方

等、判断能力が不十分で親族等の援助が得られない方に対

し、福祉サービス利用手続、日常生活の金銭管理や書類等の

預かりサービス等行い、自立した地域生活を送れるよう日常

生活を支援する。 

利用契約者 21人 （令和 5年 3月 10日現在） 

利用者一人につき、月に 1～4 回の支

援を行なった。 

 

利用契約人数             22人 

（令和 6年 3月 31日現在） 

認知症           7人 

知的障がい         4人 

精神障がい         10人 

高次脳機能障害       1人 

生活支援員          8人 

サービス提供回数     418回 

相談回数         881回 

 

5.障がい者地域生活支援事業【市補助事業】 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

障がいのある方のける生活を支えるため、当市の実情に合

わせた各種サービスを実施する。 

 

(1)スポーツレクリエーション事業 

身体、知的、精神に障がいのある方々の社会参加促進を目

的とし、スポーツレクリエーション事業への参加を支援す

る。 

＜大会名＞ 茨城県障害者スポーツ大会 

＜内容＞  競技、レクリエーション 

 

 

 

 

 

【競技】 

実施日  令和 5年 5月 

     14日（日）・20日（土） 

     27日（土）・28日（日） 

競技種目 ボッチャ・ボウリング・フラ

イングディスク・陸上競技・

卓球・水泳 

参加人数          13人 

（知的障がい 6人・身体障がい 7 人） 

 

【レクリエーション】 

実施日  令和 5年 9月 16日（土） 

参加者  なし 

 

 



事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(2)点字・声の広報等事業 

視覚に障がいのある方々に対し、福祉技術ボランティアに

よる広報物等の点訳用紙や音訳ＣＤを盲人用郵便物で郵送

することで日常生活を支援する。 

① 点訳 ＜協力＞ 竜ヶ崎市点訳友の会 

＜内容＞ 市広報紙、時刻表、カレンダー等 

② 音訳 ＜実施＞ 龍ヶ崎朗読の会 

＜内容＞ しゃきょうだより・市広報紙、 

会報（ジョイフルタイム） 

だより等 

(3)要約筆記入門講座 

聴覚障がいに対する理解の促進と、地域におけるボラン 

ティアの普及を目的として要約筆記入門講座を開催する。 

 

点訳用紙郵送対象人数     5人 

音訳 CD郵送対象人数     12人 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 令和 5年 11月 1日～11月 29日 

    の毎週水曜日（全 5回） 

講 師 茨城県聴覚障害者福祉センター

やすらぎ 

受講生 6人（修了者 4人） 

 

 

 

共同募金配分金事業【自主事業】 

 

1.老人福祉活動事業 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(1)シルバーカー購入助成事業 

高齢者の健康及び福祉の増進に寄与することを目的とし、

外出時に必要となるシルバーカーを購入した方に対し、費用

の一部を助成金として交付する。 

＜対象＞  市内在住の 65 歳以上の高齢者 

＜助成額＞ 購入金額の 2 分の 1（助成限度額 5千円） 

 

(2)ふれ愛会食会事業 

高齢者の外出への意欲向上と引きこもり防止を目的とし

て会食会を開催し、高齢者とボランティアとの交流を図る。 

＜参加者＞ 給食サービス利用者（地区ごとに招待） 

宅配・調理ボランティア、交流ボランティア      

 

助成件数          81件 

助成金額             404,900円 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症そのもの

は収束していないことから中止。その代

替事業として市内業者による和菓子や

保育園児（協力：しらはね認定こども園）

による制作物を届けた。 

3月 7日（木）・3月 14日（木） 

3月 21日（木）・3月 28日（木） 

延訪問件数                 168件 

 

 

 

 



2.障がい児・者福祉活動事業 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(1)ふれ愛キャンプ 

（ボランティア連絡協議会との協働事業） 

障がいのある人もない人もすべて平等という立場でふれ

あい、互いの理解を深めることを目的に開催する。 

 

 

 

 

 

 

(2)ふれ愛広場 

（ボランティア連絡協議会との協働事業） 

障がいのある人もない人もすべて平等の立場で参加でき

る、文化と福祉を融合させた市民参加の手作りによる福祉ま

つりを開催する。 

 

熱中症の影響を考慮し、龍ケ崎市地域

福祉会館を会場として、「ふれ愛縁日」を

実施した。 

開催日  令和 5年 8月 5日（土） 

会  場  龍ケ崎市地域福祉会館 

参加人数              26人 

ボランティア            58人 

 

 

子どもから高齢者、障がいのある人も

ない人も、誰もがいきいきと輝き安心し

て暮らせるまちの実現を目指し、参加し

たすべての方が楽しく福祉を見て・触れ

て・感じることの出来る福祉イベントを

開催した。 

開催日 令和 5年 10月 15日（日） 

会  場  大昭ホール龍ケ崎 

（龍ケ崎市文化会館） 

龍ケ崎市歴史民俗資料館、 

龍ケ崎市中央図書館 

延べ来場者数    約 600人 

ボランティア 59団体 373人 

 

 

3.児童・青少年福祉活動事業 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(1)チャイルドシート購入助成事業   

子育て支援の一環として、乗車中の幼児の安全確保及び経

済的負担の軽減を図ることを目的とし、チャイルドシートを

購入した世帯に対し、費用の一部を助成金として交付する。 

＜対象＞  市内在住の未就学児のいる世帯 

＜要件＞  幼児が使用するために購入した場合 

＜助成額＞ 購入金額の 2 分の 1（助成限度額 5千円） 

 

(2)青少年育成事業支援 

子ども達が地域において健康で心豊かに成長していけるよ

う、龍ケ崎市子ども会連合会の活動を支援する。 

 

助成件数                138件 

助成金額             650,900円 

 

 

 

 

 

 

 龍ケ崎市子ども会連合会において、

球技大会など実施されなかったため支

援に至らなかった。 

 

 



4.福祉育成・援助活動事業 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

しゃきょうだより発行 

本会の運営状況やボランティア活動、共同募金に関する依

頼・報告等について広報活動を行うことで、本会の活動に対

する理解と協力、ボランティア活動に対する参加促進を図

る。また、地域活動の状況も積極的に掲載し、地域福祉の推

進を図る。 

＜発行＞ 年 4回 

＜配布＞ 全世帯、公共機関、賛助会員等 

＜内容＞ 地域活動報告、事業案内（利用案内）、 

ボランティアサークル紹介、ふれ愛レシピ等 

 

発行月    令和 5年 6月、9月 

       令和 6年 1月、3月 

発行部数     各回 32,500部 

プロジェクト会議：１回 

 

内 容  地域活動報告、事業案内（利

用案内）、トピックス（事業報

告）、ボランティアサークル

紹介、ふれ愛レシピ 

 

5.ボランティア活動育成事業 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

 福祉団体やボランティア団体の活動を助成することによ

り、地域における福祉活動の振興を図る。 

 ボランティア団体へ助成し、福祉活動

の支援を行なった。 

助成件数  4件 

 

6.歳末たすけあい事業 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(1)ふれ愛クリスマス 

（ボランティア連絡協議会との協働事業） 

障がいのある人もない人もすべて平等という立場で、協働

のクリスマスを通してお互いにふれあい、理解を深めること

を目的に開催する。 

 

 

 

(2)歳末ふれ愛訪問事業 

年末という一つの節目に、ボランティアの協力によりふれ

愛給食サービス利用者に伝統的なお節料理をお届けし、交流

によるひとり暮らしの高齢者の心の健康の保持を図る。 

 

 

 

 

(3)歳末地域たすけあい助成事業 

年末年始において、市民の自主的な地域の助け合い活動や

支えあい活動に助成し、やさしさ溢れるふれあいのまちづく

りを推進する。 

  

開催日 令和 5年 12月 10日（日） 

場 所 龍ケ崎市福祉センター 

内 容 レクリエーション、プレゼント

配布等 

参加人数    18人 

ボランティア  55人 

 

 

ふれ愛給食サービス利用者を対象に、

宅配ボランティアによる訪問を実施し

た。お節とともに、馴柴小学校児童が作

成した正月飾りを届けて交流を図った。 

訪問日 令和 5年 12月 26日（火） 

宅配実績 165人 

 

 

助成件数     7件 

助成金額  200,000円 

事業内容 餅つき、高齢者の見守り、 

クリスマス会、お節料理の提供 



いきがい交流事業【自主事業】 

 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(1)社協会長杯いばらきねんりんスポーツ大会 

（ボランティア連絡協議会協力事業） 

ふるさとふれあい公園の設備を有効に活用し、「いばらき

ねんりんスポーツ大会」の予選会を兼ねたスポーツ大会を開

催する。龍ケ崎市長寿会連合会、龍ケ崎市ボランティア連絡

協議会の協力及び福祉の店の出店により大会の盛り上げを

図る。 

＜大会期間＞ 競技種目毎に４日間の開催 

＜競技種目＞  ゲートボール、グラウンドゴルフ、 

ペタンク、輪投げ 

＜出場者数＞ 約 400人（延べ） 

 

(2)利用者交流会 

長寿会連合会の協力により、施設利用者の交流を目的とし

て実施する。 

 

(3)親子創作教室（絵画） 

絵画クラブの協力により、就学児童の家庭を対象に親子参

加型の絵画教室を開催する。 

 

 

 

(4)親子創作教室（陶芸） 

陶芸クラブの協力により、就学児童の家庭を対象に親子参

加型の陶芸教室を開催する。 

 

 

 

(5)季節交流会 

施設利用者の参加型イベントとして、施設利用者の交流を

目的として実施する。 

 

場 所：龍ケ崎市ふるさとふれあい公園 

開催日・参加人数  

令和 5年 5月 25日（木） 

・ゲートボール     28人 

・輪投げ        143人 

令和 5年 6月 1日（木） 

・グラウンドゴルフ  146人 

令和 5年 6月 8日（木） 

・ペタンク       84人 

 

 

 

時 期：令和 5年 12月 8日（金） 

場 所：龍ケ崎市総合福祉センター 

参加者：310人 

 

開催日：令和 5年 8月 22日（火） 

場 所：龍ケ崎市ふるさとふれあい公園 

参加者：親子 7組 16人 

協力者：絵画クラブ 6人 

 

 

開催日：令和 5年 7月 27日（木） 

場 所：龍ケ崎市ふるさとふれあい公園 

参加者：親子 8組 20人 

協力者：陶芸クラブ 7人 

 

 

時 期：令和 5年 12月 8日（金） 

場 所：龍ケ崎市ふるさとふれあい公園 

参加者：13人 

 

 

 

 

 

 

 

 



在宅福祉サービス事業【市補助事業】 

 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

高齢や障がいのため日常生活を送る上で支障がある方を

支援することを目的に、会員制（利用会員、協力会員）によ

る家事援助等の有償サービスを実施する。 

＜内容＞   食事の支度、衣類の洗濯・補修、 

居室の掃除等 

＜提供時間＞ 1回 2時間以内で週 12時間を限度とする  

＜利用料＞  1時間あたり 650円 

月曜日～土曜日 

（日曜日、祝日、年末年始を除く） 

午前 9時から午後 5時まで 

 

登録者数 利用会員      8人 

     協力会員      8人 

活動状況 訪問回数    123回 

     活動時間     123時間 

 

 

生活支援体制整備事業【市委託事業】 

 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

 【新規事業】 

日常生活上において、支援が必要な高齢者等が住み慣れた

地域で在宅生活を継続できるよう進めていた地域ケア機能

をさらに拡充させていくため、各コミュニティセンター区域

に「生活支援コーディネーター」を配置し、支援ニーズ及び

サービス提供状況の把握、提供主体の紹介、関係者間のネッ

トワークづくりの構築等に努める。 

また、多様な主体間の情報共有・連携推進のため、地域包

括支援センター、社会福祉法人、ＮＰＯ法人、ボランティア

団体、老人クラブ等、龍ケ崎市が委嘱した委員で構成される

協議体の定例会を開催する。 

あわせて、担い手となる市民、団体等を対象に、地域で支

え合う体制づくりの推進を目的としたシンポジウムや交流

会を開催する。 

 

【生活支援コーディネーター】 

・全区域の取りまとめを行う第 1層

生活支援コーディネーターを配置 

・各コミュニティセンター区域（13

区域）に第 2 層生活支援コーディ

ネーターを配置 

 

 

【龍ケ崎市地域包括ケア会議の出席】 

 ・在宅医療・介護連携推進会議 5回 

 ・地域ケア会議        11回 

 

 

【協議体】 

設置       4区域 

定例会の開催   33回 

 ・川原代地区  12回 

 ・北文間地区   7回 

 ・松葉地区   4回 

 ・久保台地区  10回 

協議内容 

高齢者の見守り、居場所づくり、

防犯、防災、困りごとへの支援など 

 

 



事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

  

 

【交流会等】 

 地域における支え合い活動の推進に向

け、市民を対象としたワークショップを

開催した。 

 「ふれ愛・ささえ愛・たすけ愛 

         わくわく作戦会議」 

 実施日 令和 6年 2月 27日（火） 

 場 所 馴柴コミュニティセンター 

 参加者 15人 

     （民生委員、ボランティア、

市民活動実践者、学生、 

活動希望者） 

  

【情報発信】 

・広報誌「しゃきょうだより」に各区域

における居場所づくりに関する活動を

掲載（年 3回掲載） 

・地域資源及び居場所づくり（サロン活

動）の情報を整備し、本会ホームペー

ジに掲載した。 

 ※居場所づくりについては、龍ケ崎市

医療・介護・障がい生活情報サイト

「ふく龍」にも掲載した。 

 

 

 

元気サロン松葉館運営事業【市委託事業】 

 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

高齢者の生きがいづくりや健康づくり等を目的とした各

種事業を実施するサロンを運営する。 

 

＜事業＞ 

はつらつサロン（太極拳、書道、俳句、詩吟、歌、手芸、

絵手紙、折り紙、囲碁、いきいきヘルス体操、元気アップ

体操、ラージボール卓球、健康マージャン、思い出を語ろ

うかい、ドミノゲーム、コントラクトブリッジ）、 

学校との交流 

月曜日～金曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

午前 9時から午後 4時まで 

 

開設日                  243日 

延利用人数            14,692人 

はつらつサロン延人数  14,136人 

 

 

 

 



敬老会事業【市補助事業】 

 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

永年、地域の発展に寄与された高齢の市民に対し、感謝の

意をもって式典を開催し、その長寿を祝う。当市における敬

老思想と高齢者福祉に対する意識高揚を図る。 

＜対象＞ 75歳以上の市民 

（昭和 24年 3月 31日以前生まれ） 

＜内容＞ 記念式典、芸能発表等 

開催日：令和 5年 9月 18日（月・祝） 

場 所：大昭ホール龍ケ崎（龍ケ崎市文

化会館） 

対象人数        12,777人 

参加人数        1,000人 

 

 

総合福祉センター運営事業【指定管理事業】 

 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

龍ケ崎市の指定を受け、指定管理者として龍ケ崎市総合福

祉センターの管理及び運営を行う。高齢者の自立的生活の援

助、機能の向上を図ることを目的に各種福祉事業を実施す

る。 

 

(1)高齢者福祉センター事業 

高齢者に対して、健康増進、介護予防、教養・趣味活動、

レクリエーション等に関することを総合的に供与し、高齢者

が健康で明るい生活を送り、生きがいを高めることができる

よう、各種事業を実施する。 

＜施設＞  

大浴場、集会室、教養娯楽室、多目的室、 

ロビー（くつろぎスペース） 

＜事業＞  

相談事業、介護予防事業、趣味教養活動等 

 

(2)長寿会事業 

高齢者が、仲間づくりをしながら各種活動を通して地域に

貢献し、生きがいを高めることを目的とし実施する。 

＜事業＞ 

長寿大学、高齢者スポーツ大会、健康マージャン交流大会、

奉仕作業、高齢者作品展、役員・会員研修等 

 

 

 

 

 

 

月曜日～土曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

午前 9時から午後 5時まで 

 

 

 

開設日数         307日 

延べ利用人数      28,076人 

・個人利用          23,049人 

・クラブ活動等         3,118人  

・団体活動等          1,909人 

 

 

 

 

 

 

長寿大学 

 毎月 1回（修了式含む）全 12回開催 

高齢者スポーツ大会 

 令和 5年 9月 28日（木） 

  ゲートボール参加人数  35人 

令和 5年 10月 19日（木） 

   輪投げ参加人数   170人 

 令和 5年 10月 26日（木） 

   グラウンドゴルフ参加人数 154人 

 令和 5年 11月 10日 

   ペタンク参加人数 150人 



事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

 

 

健康マージャン交流大会 

 令和 5年７月 28日（金） 

 参加人数       32人 

奉仕作業 

 令和 5年 5月 16日（火） 

 参加人数   11長寿会  85人  

高齢者作品展 

 令和 6年 2月 10日（土） 

～3月 2日（土） 

 龍ケ崎市総合福祉センターロビーに

手芸、工芸品、絵画、書などの作品を

展示した。 

役員、会員研修    計 3回実施 

 

 

地域福祉会館管理事業【市補助事業】 

 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

福祉活動の拠点として、龍ケ崎市地域福祉会館の管理運営

を行う。 

＜施設＞ 

会議室、研修室、録音室、調理室、ボランティアセンター 

月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 

午前 8時 30分から午後 5時 15分 

 

利用人数 5,144人（行政の会議等は含まない） 

大会議室     2,323人 

小会議室      951人  

研修室       249人 

２階会議室     384人 

録音室       327人 

調理室       471人 

ボランティアセンター  439人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



佐貫西口支所運営事業【市補助事業】 

 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(1)サロンの運営 

福祉のまちづくりの実現に向けて、地域の結びつきと住民

の健やかな生活を育むため、地域のボランティア等と協力し

ながら、地域住民が集い、健康づくり、仲間づくり、生きが

いづくりの拠点となるサロンを運営する。 

 

 

 

 

 

(2)支所の運営 

ボランティア活動や地域における福祉活動に関する情報の

収集・提供を行い、住民が取組む活動や地域を基盤とした団

体の活動を支援する。 

また、福祉事業や制度の案内、関係機関への橋渡し等の相

談業務を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)住民活動の支援 

① 住民が気軽に立寄り、交流できるスペースを提供する。 

＜施設＞ 談話室（1階） 

 

 

 

 

 

② 住民による地域活動に対して、予約制によりスペースの

貸出を行う。 

＜施設＞ 多目的室（2階） 

実施日数          171日  

延利用人数        1,780人 

活動内容  将棋・囲碁の時間、いきい

きヘルス体操、健康マージャン、ス

マホ教室、ヨガの時間、健康ヨガ体

操、おもちゃ病院、おもちゃづく

り、子育てサロン、mogumoguサロン 

※令和 5年 8月 29日（火）・30日（水）

段ボール迷路開催 参加人数 50人  

 

開設日数          293日 

延利用人数             1,065人 

受付・案内        402件 

福祉・生活相談       6件 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ相談            4件 

地域支援             12件 

車椅子貸出             39件 

社協会費・共募          25件 

その他              577件 

（福祉の店移動店、寄付受付、まちづ

くりポイント交換、シルバーカー購

入助成、チャイルドシート購入助

成、敬老会記念品交換、レンタル

BOXもったいない利用 等） 

 

月曜日～土曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

午前 9時から午後 5時まで 

開設日数              293日 

延利用者数        2,732人 

（大人利用 2,315人、子供利用 175人、

団体利用 242人） 

 

月曜日～土曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

午前 9時から午後 9時まで 

（事前の申請により延長あり） 

開設日数          293日 

延利用者数       3,837人 

利用団体数          13団体  



障害福祉サービス事業【自主事業】 

 

1.障害福祉サービス事業所ひまわり園 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

障害者総合支援法に基づき、茨城県知事の指定を受けた障

害福祉サービス事業所を運営する。在宅の知的に障がいのあ

る方の利用事業所として、個々の能力、特性に応じ、その可能

性を十分に伸張することで家庭や地域生活の自立を支援す

る。 

 

 

 

 

 

 

＜事業＞ 

①生活介護事業 

 

②自立訓練（生活訓練）事業 

 

③就労移行支援事業 

 

④就労継続支援Ｂ型事業 

 

⑤いきいき体操 

⑥染物教室 

⑦給食サービス 

⑧入浴サービス 

⑨送迎サービス 

⑩日中一時支援 

月曜日～金曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

午前 9時から午後 4時まで 

※⑩日中一時支援は、 

・月曜日～金曜日 

午後 4時から午後 6時まで 

・土曜日      

午前 9時から午後 4時まで 

 

開設日数           243日 

延利用者数         8,770人 

 

① 契約者数          32人    

延利用者数       6,283人 

② 契約者数          0人 

延利用者数         0人 

③ 契約者数          0人 

延利用者数         0人 

④ 契約者数          11人 

延利用者数       2,487人 

⑤ 延利用者数        426人 

⑥ 休止中 

⑦ 延利用者数       8,508人 

⑧ 延利用者数        465人 

⑨ 延利用者数       15,623人 

⑩ 延利用者数       1,167人 

 

2.障害福祉サービス事業所あざみ 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

障害者総合支援法に基づき、茨城県知事の指定を受けた障

害福祉サービス事業所を運営する。在宅の身体に障がいのあ

る方の利用事業所として、身体機能・生活能力の維持向上の訓

練や、日常生活の相談支援を行う。 

 

 

 

月曜日～金曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

午前 9時から午後 4時まで 

 

 

開設日数           243日 

契約者数           14人 

延利用者数        2,442人 

 



事業の目的・概要と実施事項  実施時期等  

＜事業＞ 

①生活介護（リハビリ訓練含む） 

②給食サービス 

③送迎サービス 

④健康指導 

⑤口腔ケア支援 

⑥創作的活動 

⑦社会適応訓練 

⑧レクリエーション活動 

 

① 延利用者数      2,442人 

② 延利用者数      2,398人 

③ 延利用者数      4,392人 

④ 延利用者数          2,342人 

⑤ 延利用者数        160人 

⑥ 延利用者数       1,243人 

⑦ 延利用者数        747人 

⑧ 延利用者数        725人 

 

3.指定特定相談支援事業 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

障害者総合支援法に基づき、龍ケ崎市長の指定を受けた障

害福祉サービス事業所を運営する。 

サービス利用に関する相談と計画の作成、障がい児・者の抱

える課題の解決、適切なサービス利用のためのケアマネジメ

ント等を行う。 

さらに、障がい者が自立した生活を送ることができるよう、

きめ細やかな支援に努める。 

月曜日～金曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

午前 8時 30分から午後 5時 15分まで 

 

契約者（令和 6年 3月 31 日現在）123人 

サービス計画案作成     43件 

モニタリング報告書作成  248件 

集中支援（担当者会議等） 50件 

 

 

ふるさとふれあい公園運営事業【指定管理事業】 

 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

龍ケ崎市の指定を受け、龍ケ崎市ふるさとふれあい公園の

管理・運営を行う。市民が自然の中で創作活動やスポーツを楽

しむ憩いの場として、利便性の向上に努める。 

 

＜施設＞ 

アトリエ和室工作室及び窯室、ゲートボール場、多目的グラ

ウンド、ディスクゴルフ場、グラウンドゴルフ場、野外ステ

ージ、バーベキューエリア等 

火曜日～日曜日（年末年始を除く） 

午前 9時から午後 6時まで 

※10月～4月は午後 5時まで 

 

延べ利用人数      32,663人 

・アトリエ       2,643人 

・窯室           229人 

・ゲートボール場     2,328人 

・多目的グラウンド    6,126人 

・野外ステージ     10,752人 

・ディスクゴルフ場   5,904人 

・グラウンドゴルフ場  4,138人 

・バーべキューエリア   543人 

 

 



障がい者自立化支援事業【自主事業】 

 

事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

障がいのある方々が販売経験を重ね、市民との交流を深め

る機会を得るとともに、障がい者福祉に対する理解が一層深

まることを期待し、各事業を実施する。 

 

(1)福祉の店ひまわり 

龍ケ崎市森林公園内に設置した物販コーナーの運営により

販売実習の場を提供する。但し、龍ケ崎市の Park-PFI事業の

実施に伴い５月上旬までの営業をもって終了する。 

 

 

 

 

 

 

(2)Café たつのこ（福祉の店たつのこ） 

龍ケ崎市総合体育館「ニューライフアリーナ龍ケ崎（たつの

こアリーナ）」内に設置した喫茶コーナー並びに物販コーナー

の運営により販売実習の場を提供する。 

 

 

 

 

 

 

(3)福祉の店りゅう 

中央支所に併設した物販コーナーの運営により販売実習の

場を提供する。 

 

 

 

 

 

 

・福祉の店移動販売 

コミュニティセンター等の協力を得ながら移動販売のス

テーションを開設し、地元農作物や米、持ち運びに不便する

日用品等の販売を実施する。また、週 2回、米及び日用品の

宅配サービスを実施する。 

 

 

 

 

 

 

火曜日～日曜日 

午前 10時から午後 3時まで 

開設日数         28日 

実習生           5人 

送迎ボランティア（日祝）  4人 

※5月 6日（土）まで営業し撤去期限 

となる 9月末日までに店舗内備品を撤

去した。 

 

 

火曜日～日曜日（年末年始を除く） 

午前 9時から午後 4時まで 

開設日数         254日 

実習生           2人 

運営協力ボランティア（週 3日） 

 ：龍ケ崎市障害児・者親の会 

  あおぞら 

 

 

 

月曜日～土曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

午前 9時から午後 5時まで 

開設日数         294日 

実習生           7人 

運営協力ボランティア（土曜日） 

 ：龍ケ崎市身障障がい者育成会 

 

 

宅配サービス 毎週火・金曜日 

実施日数         196日 

（移動販売 106日、宅配サービス 90日） 

実習生           5人 

販売拠点 2箇所追加  合計 12箇所  

 （久保台四季の丘、佐貫マンハイム） 



事業の目的・概要と実施事項 実施時期等 

(4)福祉の店まいりゅう   

 佐貫西口支所内に設置した喫茶・物販コーナーの運営によ

り販売実習の場を提供する。 

 

 

 

 

(5)福祉の名刺屋さん 

市内公共機関、民間事業所、個人等から幅広く受注し専門機

材を用いて名刺を作成し販売する。 

 

 

月曜日～土曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

午前 9時から午後 5時まで 

開設日数         293日 

実習生           1人 

 

 

実習生           3人 

受注件数         244件 

 

茨城県内被災地支援  

○2023年 6月の台風 2号（大雨災害）かかる支援 

・「取手市災害ボランティアセンター」に職員を派遣し運営支援を行った。 

   派遣期間：令和 5年 6月 6日（火）～6月 12日（月） 

   派遣職員人数：3人 

   活動内容：被災者宅家財片付け/ニーズ調査・マッチングなど 

 ・浸水被害のあった「龍ケ崎市稗柄地区」に対し職員が支援活動を行った。 

   活動期間：令和 5年 6月 6日（火）～6月 15日（木）のうちの 4日間 

   活動人数：延べ 10人 

   活動内容：家屋の家財の片付けなど（市職員と共に実施） 

 

○茨城県 2023年 9月の台風 13号（水害）にかかる支援 

・「日立市災害ボランティアセンター」に職員を派遣し運営支援を行った。 

   派遣期間：令和 5年 10月 1日（日）～10月 8日（日） 

   派遣職員人数：3人 

   活動内容：被災者宅家財片付け/ニーズ調査・ボランティア受付・資材管理など 

 

茨城県外被災地支援 

○令和 6年 1月の能登半島地震にかかる支援 

・石川県「内灘町災害ボランティアセンター」に職員を派遣し運営支援を行った。 

   派遣期間：令和 6年 3月 11日（月）～3月 17日（日） 

   派遣職員人数：1人 

   活動内容：被災者依頼受付・現地調査・技術系ボランティア調整など 

 ・街頭募金の実施 

   実施日：令和 6年 1月 8日（月） 

   実施場所：サプラスクエアサプラ 

   参加協力人数：14名（中高生） 

    ※募金で集まった 157,844円を被害の大きかった石川県に送金した。 

  

 


